
事業方式の総合評価結果（案） 

 
１．費用以外に関する評価（定性的評価）の結果 

定性的評価の結果より、川口市において重視する視点、評価基準を踏まえた評価の結果、
ＤＢＯ方式が最も優位な事業方式となり、次いでＢＴＯ方式となりました。 

 
表１ 事業方式の定性的評価結果 

 ＤＢ方式 ＤＢ＋Ｏ方式 ＤＢＯ方式 ＢＴＯ方式 

点数 ２３ ２３ ２６ ２５ 

順位 ３ ３ １ ２ 

 
 

２．費用に関する評価（定量的評価）の結果 

定量的評価の結果より、川口市における財政支出の試算の結果、川口市が直接実施する場
合のＤＢ方式（ＰＳＣ）との比較において、ＤＢＯ方式が最も優位な事業方式となり、次い

でＢＴＯ方式となりました。 
 

表２ 事業方式の定量的評価結果（現在価値換算） 

 ＤＢ方式（ＰＳＣ） ＤＢ＋Ｏ方式 ＤＢＯ方式 ＢＴＯ方式 

財政支出負担 １００ ９９．４３ ９４．２０ ９７．６５ 

ＶＦМ － ０．５７％ ５．８０％ ２．３５％ 

順位 ４ ３ １ ２ 

 
 
３．総合評価結果 

以上より、定性的評価の結果及び定量的評価の結果を踏まえ、朝日環境センター整備事業
の実施における事業方式は、「ＤＢＯ方式」の採用を基本とした検討が望ましいと考えます。 
なお、川口市の財政状況により、施設整備期間である令和 12 年度から令和 17 年度中の市

負担額の削減が重視される場合においては、次点となった「ＢＴＯ方式」を採用することも
有効と考えられます。 
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